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報告者紹介 司会：教育研究社会連携推進室長 大坪
1.調査までの経緯：本学建築学部とトルコ・バフチェシヒル
大学との国際交流（岡﨑） 

2.調査の全体概要（柳沢）
3.調査報告
 ①地震の強さと被害の状況～耐震構造の視点から～(田川)
②建物の具体的形態と被害の状況～構造設計の視点から～
（鳥巣）

 ③被災自治体首長訪問およびテントやコンテナ仮設住宅の
視察（田中）

④歴史的建造物の被害事例（柳沢）
4.調査報告に基づく各種提言（鳥巣・能勢）
5.被害を拡大させた問題点（ドゥンダル）
6.質疑

武庫川女子大学建築学部
教授・建築学部長 岡﨑甚幸
教授・建築学科長 柳沢和彦
教授 鳥巣茂樹
教授 田川浩之

神戸市
建築住宅局建築指導部長

田中幸夫
危機管理室計画担当課長

能勢正義

トルコ・バフチェシヒル大学
建築デザイン学部
教授・建築デザイン学部長

ムラツ・ドゥンダル

参加申
し込み

ご参加される方は、右下端のQRコードを読み込み、申し込んでください。Zoom参加（先着250名様まで）を
ご希望の方には、同参加申し込みフォームにご登録いただくアドレスに、後日URLをお送りいたします。
なお、QRコードからの申し込みがお出来にならない場合には、下記のE-mailアドレスに、「報告会参加」、
「お名前」、「御職業」、「御所属」、「現地参加又はZoom参加の別」を明記の上、メールをお送りください。

日時：2023年8月5日（土）13時半～15時半頃
会場：武庫川女子大学中央キャンパス

KM館-地下1階B109教室

参加無料

申込期限
7月21日中

お問い合わせ先 武庫川女子大学 教育研究社会連携推進室
〒663-8558 兵庫県西宮市池開町6-46
Tel: 0798-45-9854
E-mail: shakai@mukogawa-u.ac.jp

主催：武庫川女子大学 建築学部 & 教育研究社会連携推進室
後援：兵庫県・神戸市・西宮市

兵庫県「トルコ地震復旧・復興応援プロジェクト」 支援事業

申し込み先
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